
９
月
22
日
２
０
１
９
年
度
大
阪
西

支
部
定
期
総
会
を
20
名
の
委
任
状
と

23
名
の
出
席
で
開
き
ま
し
た
。
議
長

に
尾
中
さ
ん
を
選
出
、
松
原
支
部
長

挨
拶
、
浅
田
美
奈
子
府
連
常
任
理
事

が
来
賓
挨
拶
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
が

あ
り
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

平
松
事
務
局
長
が
１
年
間

の
活
動
報
告
と
新
年
度
の

取
り
組
み
、
会
計
報
告
を

報
告
。
新
年
度
役
員
を
選

出
し
ま
し
た
。

「
街
で
中
国
人
観
光
客
と

拙
い
中
国
語
を
操
り
国
際

交
流
を
し
て
い
る
。
日
中

新
聞
は
ス
ミ
か
ら
隅
ま
で

読
ん
で
い
る
、
漢
字
に
興

味
が
あ
り
最
近
は
詩
吟
を

習
っ
て
い
る
。
年
１
回
こ

の
総
会
に
参
加
し
て
い
る
、
最
近
の

一
帯
一
路
な
ど
中
国
の
進
路
に
心
配

し
て
い
る
。
女
性
部
で
10
月
に
映
画

会
を
計
画
し
て
い
る
。
笠
原
講
演
会

な
か
な
か
レ
ジ
メ
の
本
題
に
移
ら
ず

心
配
し
た
が
、
戦
争
の
前
史
と
前
夜
、

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
現
在
を
知
る
こ

と
な
ど
良
く
分
か
っ
た
」
な
ど
参
加

者
全
員
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
浅
田
美
奈
子
さ
ん
の
感
想

「
西
支
部
は
日
頃
か
ら
多
彩
な
活
動

を
続
け
、
府
連
の
な
か
で
牽
引
的
な

役
目
を
は
た
し
て
い
ま
す
。
総
会
は

開
会
前
か
ら
平
松
事
務
局
長
の
お
話

で
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
議
案

書
も
丁
寧
に
作
成
さ
れ
、
議
事
運
営

を
す
べ
て
女
性
で
さ
れ
て
い
る
の
も

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
討
論

で
は
全
員
が
発
言
し
、
太
極
拳
・
中

国
語
・
切
り
絵
・
学
習
・
女
性
部
・

百
科
検
定
・
お
寺
訪
問
・

餃
子
の
会
・
ニ
ュ
ー
ス
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
他
団

体
で
の
活
動
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
場
で
積
極
的
に

楽
し
く
活
動
さ
れ
て
い

る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
新
体
制
も
承

認
さ
れ
今
後
の
活
動
も

期
待
さ
れ
ま
す
。
総
会

後
の
手
料
理
持
ち
よ
り

懇
親
会
は
参
加
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
盛

り
上
が
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
！
」

２
０
１
９
年
新
役
員

支
部
長：

松
原
弥
寿
夫

副
支
部
長：

原
久
仁
壽

副
支
部
長：

平
澤
京
子

事
務
局
長：

平
松
悦
雄

事
務
局
次
長：

植
田
智
子

事
務
局
次
長：

森
西
武
志

幹
事：

恒
岡
正
勝
、
尾
中
妙
子
、

小
林
明
美
、
浜
田
文
雄
、

澤
野
井
公
夫
、
山
本
範
枝
、

柴
山
敬
三

会
計
監
査：

林
英
子
、
谷
澤
弘
喜
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西
支
部
総
会

行
事
と
学
習
を
旺
盛
に

全
員
が
発
言

街
で
観
光
客
と
国
際
交
流

2019年10月号
日本中国友好協会

大阪府連合会
〒530-0013
大阪市北区
芝田2-3-19

東洋ビル本館207
TEL06-6372-8131
FAX06-6372-8132
郵便振替口座
00970-5-8978
E-mail:info
@jcfaosaka.org
ホームページ
http://
jcfaosaka.org/

笠
原
十
九
司
都
留
文
化
大
学
名
誉

教
授
を
迎
え
て
の
講
演
会
の
続
報
で

山
本
恒
人
副
会
長
が
解
説
し
ま
す
。

「
歴
史
に
対
す
る
無
知
は
罪
で
あ
る
」

こ
の
言
葉
は
８
月
25
日
の
笠
原
十

九
司
先
生
の
講
演
会
で
多
く
の
参
加

者
の
心
を
と
ら
え
た
よ
う
で
す
。
参

加
し
た
青
年
Ｙ
君
か

ら
「
誰
の
言
葉
で
す

か
？
」
と
い
う
質
問

が
寄
せ
ら
れ
た
の
に

対
し
て
、
笠
原
先
生

か
ら
ご
返
事
が
あ
り

ま
し
た
。

ラ
ル
フ
・
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
著
永
井

清
彦
他
訳
『
第
二
の
罪
―
ド
イ
ツ
人

で
あ
る
こ
と
の
重
荷
』
（
白
水
社
、

１
９
９
０
年
）
。
「
第
二
の
罪
と
い

う
か
ら
に
は
第
一
の
罪
が
な
く
て
は

な
ら
な
い
―
こ
の
場
合
は
ヒ
ト
ラ
ー

の
下
で
の
ド
イ
ツ
人
の
罪
の
こ
と
だ
。

そ
し
て
第
二
の
罪
と
は
、
一
九
四
五

年
の
あ
と
に
な
っ
て
、
第
一
の
罪
を

心
理
的
に
抑
圧
し
、
否
定
し
た
こ
と

だ
。
今
日
に
至
る
ま
で
こ
れ
が
西
ド

イ
ツ
の
政
治
文
化
の
本
質
的
な
特
徴

の
一
つ
で
、
こ
の
負
債
は
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
か
か
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
」
（
同
書
９
頁
）

笠
原
先
生
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国

民
的
な
「
歴
史
の
克
服
」
過
程
を
ふ

ま
え
、
東
西
冷
戦

構
造
に
組
み
込
ま

れ
た
西
ド
イ
ツ
で

「
ヒ
ト
ラ
ー
の
も

と
で
の
ド
イ
ツ
人

の
罪
」
を
否
定
す

る
動
き
が
強
ま
り
、

ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
が
そ
れ
に
対
し
て
痛

烈
な
批
判
を
展
開
し
た
こ
と
を
重
視

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
無
知
は
罪
」
と
い
う
言
葉
は
哲
学

者
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
残
し
た
も
の
で
す

が
、
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
の
指
摘
を
現
代

日
本
に
お
け
る
歴
史
修
正
主
義
に
重

ね
ら
れ
て
「
歴
史
に
対
す
る
無
知
は

罪
で
あ
る
」
と
い
う
歴
史
家
と
し
て

の
独
自
の
表
現
を
な
さ
っ
た
の
で
す
。

笠
原
講
演
会

質
問
に
答
え
て
日
本
は
中
国
で
何
を
し
た
か

歴
史
に
対
す
る
無
知
は
罪
で
あ
る

10
月
７
日
か
ら
第
１
１
１
期
中

国
語
講
座
が
開
講
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
編
成
は
初
級
Ⅰ

、
Ⅱ

、

Ⅲ
、
中
級
、
上
級
、
高
級
に
加
え
、

１
０
７
期
か
ら
『
準
中
級
』
が
新

設
さ
れ
、
更
に
き
め
細
か
な
授
業

に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
中
友
好
協
会
の
中
国
語
教
室

は
大
阪
の
中
心
梅
田
、
Ｊ
Ｒ
グ
ラ

ン
フ
ロ
ン
ト
東
側
に
教
室
が
あ
り
、

通
学
に
は
と
て
も
便
利
で
す
。

１
１
０
期
の
実
績
が
あ
り
、
良

心
的
な
受
講
料
で
信
頼
で
き
る
と

評
判
で
、
会
員
に
は
割
引
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
紹
介
を
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
は
薄
謝
（
３
０
０
０

円
の
図
書
券
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

城
北
支
部
は
中
国
百
科
検
定
の
受

験
対
策
講
座
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

10
月
17
日

５
時
半
か
ら

地
理
・
政
経
（
講
師
）
松
尾
豊

10
月
26
日

３
時
半
か
ら

歴
史

（
講
師
）
井
上
正
道

会
場
は
山
中
智
子
事
務
所

城
北
支
部
世
話
人
会
で
は
、
役
員

（
世
話
人
）
み
ん
な
が
受
験
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

百
科
検
定
受
験
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

城
北
支
部
対
策
講
座

10
月
27
日
10
時
か
ら
４
時

門
真
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

参
加
費
２
０
０
０
円
、
午
前
は

各
種
目
練
習
、
午
後
は
24
式
、

48
式
、
風
華
、
棍
の

全
体
表
演

と
各
教
室
の
表
演
で
す
。

11
月
９
日
１
時
～
10
日
４
時

石
清
水
八
幡
宮
体
育
館

全
日
程
参
加
１
９
０
０
０
円

講
習
内
容
は
老
若
男
女
誰
で

も
で
き
る
、
双
節
棍
（
ヌ
ン
チ
ャ

ク
）
の
基
本
操
法
が
中
心
で
す
。

棍
の
型
も
発

表
会
で
表
演

を
し
ま
す
。

（
大
阪
西
支
部

主
催
）

ヌ
ン
チ
ャ
ク
講
習
会

太
極
拳
特
別
練
習
会

浅田美奈子府連常任理事

中
国
百
科
検
定
は
「
理
解
は
絆
を

強
く
す
る
」
を
合
言
葉
に
日
中
関
係

改
善
を
願
う
人
た
ち
の
間
で
共
感
、

賛
同
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
・
地
理
・
政
治
・
経
済
・
社

会
・
文
化
な
ど
多
方
面
の
知
識
を
問

う
試
験
で
す
。

12
月
８
日(

日)

開
催
の
第
７
回
検

定
試
験
大
阪
会
場
は
大
和
大
学
午
後

３
時
か
ら
で
す
。

申
し
込
み
は
11
月
７
日
ま
で
。

第
８
回
は
２
０
２
０
年
３
月
20
日

(

金
・
祝
日)

に
エ
ル
お
お
さ
か
で
行

な
い
ま
す
。
申
込
期
間
は
12
月
１
日

か
ら
２
月
２
０
日
ま
で
。

中
国
百
科
検
定
公
式
HP

h
t
t
p
:
/
/
j
c
f
a
-
n
e
t
.
g
r
.
j
p
/

k
e
n
t
e
i
/

中
国
百
科
検
定

中
国
語
講
座
開
講

受
講
生
の
紹
介
を



今
回

の
旅
で
中
国
の
高
速

鉄
道

（
新
幹
線
）
に
４
回
乗
車
し
た
。
乗

車
ま
で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ

ク
は
、
航
空
機
並
み
で
あ
る
。
チ
ケ
ッ

ト
購
入
時
に
私
た
ち
外
国
人
は
パ
ス

ポ
ー
ト
が
必
要
。
中
国
人
は
身
分
証

明
書
が
必
要
で
あ
る
。

発
券
さ
れ
た
チ
ケ
ッ
ト
に
は
、
パ

ス
ポ
ー
ト
ナ
ン
バ
ー
５
桁
と
名
前
が

記
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
乗
車
の

際
は
手
荷
物
検
査
と
ボ
デ
ィ
ー
チ
ェ
ッ

ク
が
あ
る
。
担
当
者
は
10
年
前
と
違
っ

て
真
剣
に
行
っ
て
い
た
。

車
内
で
は
鉄
道
公
安
員
も
乗
車
し

て
巡
回
。
こ
れ
ら
の
対
策
は
地
下
鉄

や
厦
門
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
も
行
わ
れ
て
い

る
。＊

Ｂ
Ｒ
Ｔ
（B

u
s
R
ap
i
d
T
r
a
n
s
i
t

）

快
速
バ
ス
の
専
用
通
行
レ
ー
ン
が

設
け
ら
れ
た
仕
組
み
。
「
地
上
の
地

下
鉄
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る

喫
煙
は
罰
金

結
婚
披
露
宴
に
参
加

す
る

た
め
に

厦
門
北

（x
i
a

m
e
n

b
e
i

）
駅

か
ら
漳
州
の
漳
浦(

Z
h
a

n
g
p
u
)

駅
ま
で
高
速
鉄

道
に
乗
車
。
運
賃
は
約

１
時
間
の
乗
車
で
30
元

（
約
５
１
０
円
）
と
安

く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

泉
州
か
ら
乗
っ
て
き

た
卒
業
生
達
と
合
流
。
車
内
は
静
か

で
快
適
で
あ
っ
た
。
数
年
前
の
こ
と

で
あ
る
。
乗
車
し
た
時
、
不
思
議
と

た
ば
こ
を
吸
う
人
が
い
な
い
。
聞
く

と
「
車
内
の
電
光
表
示
板
を
見
て
く

だ
さ
い
。
」
と
言
わ
れ
た
。
す
る
と
、

車
内
で
た
ば
こ
を
吸
う
と
５
０
０
元

～
２
０
０
０
元
の
罰
金
と
い
う
表
示

が
あ
り
納
得
。

当
時
は
、
駅
が
近
く
な
る
と
ド
ア

の
近
く
に
人
が
集
ま
り
、
列
車
が
止

ま
る
た
び
に
数
人
が
車
外
に
飛
び
出

て
た
ば
こ
を
吸
う
風
景
が
あ
っ
た
。

今
回
は
、
こ
の
風
景
は
見
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
現
在
、
違
反
者
は
罰

金
だ
け
で
な
く
氏
名
登
録
さ
れ
、
再

び
違
反
す
れ
ば
新
幹
線
に
乗
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
る
措
置
が
取
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。

１
等
席
に
乗
車

続
い
て
、
福
州(

F
u

z
h
o
u
)

へ
行

く
の
に
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
１
等
車
両

に
乗
車
。
ス
ピ
ー
ド
は
時
速
２
０
０

ｋ
ｍ
前
後
。
２
時
間
の
乗
車
で
１
５

１
元
（
約
２
６
０
０
円
）
と
安
い
。

１
等
車
両
は
最
後
尾
に
接
続
さ
れ
て

い
た
。
２
０
１
１
年
の

追
突
事
故

（
＊
）
を
踏
ま
え
て
の
措
置
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
。

１
等
席
の
車
内
は
静
か
で

ゆ
っ
た
り
し
て
い
た
。
多
く

は
、
ス
マ
ホ
を
操
作
し
て
い

た
。
清
掃
ス
タ
ッ
フ
の
若
い

女
性
が
、
床
に
消
毒
用
の
ス

プ
レ
ー
を
か
け
て
車
内
を
清

掃
。
車
内
販
売
も
あ
る
。
乗

客
か
ら
は
中
国
社
会
の
発
展

と
成
熟
、
自
信
を
感
じ
さ
せ

る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

＊

中
国
浙
江
省
温
州
市
で
２
０
１

１
年
７
月
23
日
夜
、
北
京
南
発
・
福

建
省
福
州
行
き
高
速
鉄
道
が
追
突
し
、

死
者
40
名
の
大
事
故
と
な
る
。
追
突

車
両
を
埋
め
る
な
ど
し
て
、
事
故
処

理
・
原
因
調
査
で
国
際
的
な
批
判
を

浴
び
る
。
（
堺
支
部

浅
田
勝
美
）
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北
東
ア
ジ
ア
平
和
と
友
好
の
旅
は
、

９
月
27
日
か
ら
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
へ

日
本
人
抑
留
と
コ
リ
ア
ン
強
制
移
住

の
歴
史
を
学
ぶ
６
日
間
の
ツ
ア
ー
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
日
本
コ
リ
ア
協
会
・

大
阪
と
大
阪
私
学
退
職
者
の
会
、
日

中
友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会
の
企
画
、

Ｊ
Ｕ
観
光
旅
行
友
の
会
の
協
力
で
実

施
さ
れ
25
名
が
、
日
中
府
連
か
ら
７

名
参
加
し
ま
し
た
。

山
本
範
枝
さ
ん
の

レ
ポ
ー
ト
で
す
。

サ
マ
ル
カ
ン
ド
は

首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
か

ら
特
急
列
車
で
２
時

間
、
グ
リ
・
ア
ム
ー

ル
廟
の
見
学
、
テ
ィ

ム
ー
ル
帝
国
３
代
の

王
が
眠
る
霊
廟
は
ド
ー

ム
の
ブ
ル
ー
タ
イ
ル

の
青
が
鮮
や
か
で
す
。

モ
ス
ク
は
青
い
空
の
下
、
青
を
基
調

と
す
る
美
し
い
タ
イ
ル
と
、
細
か
い

モ
ザ
イ
ク
模
様
の
壮
大
な
建
物
が
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
す
。

タ

シ

ケ
ン

ト
で

は

日
本

人
墓
地
へ
、
第
２
次
世
界
大
戦
終
了

後
ソ
連
に
よ
り
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ

た
旧
日
本
兵
の
79
名
が
眠
っ
て
い
て
、

埋
葬
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
３
代
目

が
今
で
も
墓
守
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
唯
一
の
チ
ョ
ル
ス
・
バ
ザ
ー

ル
を
見
学
。
大
き
な
屋
根
の
中
に
野

菜
や
果
実
・
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
・
ナ
ッ

ツ
類
・
肉
な
ど
い
ろ
い

ろ
売
っ
て
い
て
活
気
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
語
を
学
ぶ
10
名

の
学
生
さ
ん
と
の
夕
食

交
流
会
は
、
日
本
語
で

気
楽
に
お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

お
い
し
い
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
料
理
や
甘
い
ザ

ク
ロ
・
ス
イ
カ
・
ぶ
ど

う
・
ハ
ミ
ウ
リ
な
ど
は
、
遠
い
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
時
代
に
食
べ
て
い
た
で

あ
ろ
う
味
を
十
分
に
い
た
だ
い
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

新
幹
線
も
徹
底
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

中
国
最
新
報
告
⑦
福
建
省
厦
門
と
福
州
を
訪
ね
て

ＢＲＴ

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
旅

抑
留
と
強
制
移
住
の
歴
史
を
学
ぶ

９
月
27
日
午
後
、
大
阪
市
内
ニ
ュ
ー

オ
オ
タ
ニ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
阪
府
連
か
ら
は
近
年
の
新
支

部
堺
（
浅
田
）
、
城
北
（
佐
藤
）
両

支
部
長
と
副
会
長
山
本
、
お
よ
び
上

海
か
ら
一
時
帰
国
中
の
浅
田
氏
子
息

宏
樹
君
が
出
席
、
お
祝
い
の
気
持
ち

を
表
し
ま
し
た
。

李
天
然
総
領
事
は
あ
い
さ
つ
の
中

で
、
70
年
を
経
て
の
中
国

の
偉
大
な
成
果
と
そ
れ
が

中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主

義
が
支
え
て
き
て
い
る
こ

と
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

日
中
関
係
に
つ
い
て
は
習

近
平
主
席
の
言
葉
に
あ
る

「
民
間
の
交
流
発
展
が
鍵
」

の
大
切
さ
を
強
調
し
ま
し

た
。
総
領
事
館
は
こ
れ
に

そ
っ
て
「
地
方
対
応
」
事

業
、
す
な
わ
ち
中
国
の
地
方
政
府
・

企
業
と
関
西
の
自
治
体
・
企
業
と
の

連
携
を
展
開
し
、
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
自
治
体
、

経
済
界
２
団
体
10
人
を
表
彰
し
ま
し

た
。
（
山
本
）

日
中
友
好
協
会
は
関
西
６
府
県
組

織
共
同
で
「
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
し

て
の
花
輪
を
贈
り
ま
し
た
。

「
日
中
友
好
は
、
暖
か

く
粘
り
強
く
」
来
賓
あ

い
さ
つ
で
特
に
心
に
残
っ

た
言
葉
で
す
。
日
本
へ

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
１

年
１
２
０
０
万
人
。
そ

の
う
ち
８
０
０
万
人
が

中
国
か
ら
で
す
。
日
中

友
好
を
願
う
一
人
と
し

て
確
信
を
持
っ
た
祝
賀

会
で
し
た
。
（
浅
田
）

建
国
70
周
年
祝
賀
会

関
西
５
名
参
加

偉
大
な
成
果
と
特
色
あ
る
社
会
主
義
を
紹
介

10
月
５
日
南
京
の
記
憶
を
つ
な
ぐ

２
０
１
９
結
成
の
集
い
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
12
月
の
講
演
と
映
画
の
集

い
を
成
功
さ
せ
る
た
め
開
か

れ
、
記
念
講
演
「
日
本
人
の

知
ら
な
い
中
国
人
の
こ
こ
ろ
」

を
戸
毛
敏
美
関
西
外
大
講
師

が
話
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
恒
人
副
会
長
は
12
月

ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

つ
な
ぐ
会
が
切
り
開
い
て
き

た
活
動
報
告
と
宣
伝
計
画
の

提
案
と
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
１
日
の
「
南
京
の
記

憶
を
つ
な
ぐ
集
会
」
は
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
「
マ
ギ
ー
が
見
た
南
京

大
虐
殺
」
の
上
映
と
、
下
地
毅
朝
日

新
聞
記
者
の
「
南

京
か
ら
現
在
の
メ

デ
イ
ア
状
況
を
照

ら
す
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
、
会
場

か
ら
寄
せ
ら
れ
た

質
問
に
応
え
る
形

で
、
下
地
毅
さ
ん

と
松
岡
環
さ
ん
の

ト
ー
ク
を
展
開
し

ま
す
。

12
月
の
南
京
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
会
結
成
の
集
い

朝
日
下
地
記
者
メ
デ
イ
ア
状
況
を
語
る

豊
中
市
内
で
市
民
の
会
が
、

結
成
１
周
年
集
会
を
１
６
０
名

の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

代
表
の
西
澤
信
善
神
戸
大
学

名
誉
教
授
は
「
大
阪
府
と
市
の

Ｉ
Ｒ
基
本
構
想
案
が
見
込
む
、

カ
ジ
ノ
売
り
上
げ
は
３
８
０
０

億
円
に
。
府
民
や
観
光
客
か
ら

巻
き
上
げ
ア
メ
リ
カ
の
カ

ジ
ノ
業
者
に
渡
す
。
こ
れ

は
経
済
効
果
と
は
言
え
な

い
、
カ
ジ
ノ
を
止
め
る
た

め
全
力
で
頑
張
る
」
と
語

り
ま
し
た
。
22
日
（
祝
）

に
は
カ
ジ
ノ
あ
か
ん
市
民

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

カ
ジ
ノ
に
反
対
す
る
市
民
の
会

９
月
14
日

豊
中
で
１
周
年
記
念
集
会
開
く

ナヴォイ劇場

山本範枝さん


